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来
年
の
５
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

裁
判
員
制
度
と
は
、国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
で
す
。裁
判
員
は
、選

挙
権
の
あ
る
人（
衆
議
院
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
）の
中
か
ら
、く
じ
に
よ
り
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

大
分
県
全
体
で
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
る
確
率
は
平
均
で
４
１
５
人
に
一
人
と
な
り
ま
す
。（※

大
分
県

の
衆
議
院
議
員
選
挙
人
名
簿
登
載
数（
99
万
６
，８
７
５
人
）を
裁
判
員
候
補
者
数
２
，４
０
０
人
で
割
っ
た
数
）

裁
判
員
制
度
は
、法
律
の
専
門
家
で
は
な
い
国
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
の
あ
る
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
は
、ど
の
よ
う
な
制
度
で
す
か
？

裁
判
員
制
度
は
、国
民
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
６

人
が
、裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、３
人
の
裁
判
官

と
一
緒
に
、被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、有
罪
の
場
合
に
は
、

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
決
め
る
と
い
う
制
度
で
す
。　

裁
判
員
制
度
で
は
、裁
判
の
進
め
方
や
そ
の
内
容
に
、国

民
の
皆
さ
ん
の
視
点
や
感
覚
が
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、そ
の

結
果
、裁
判
全
体
に
対
す
る
国
民
の
理
解
が
よ
り
深
ま
り
、

裁
判
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、司
法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
が
忙
し
い
の
で
す
が
、辞
退
で
き
ま
せ
ん
か
？

「
仕
事
が
忙
し
い
」と
い
う
だ
け
で
は
辞
退
は
で
き
ま
せ
ん

が
、と
て
も
重
要
な
仕
事
が
あ
り
、自
分
で
こ
れ
を
処
理
し
な

け
れ
ば
著
し
い
損
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

辞
退
の
判
断
は
裁
判
所
が
行
い
ま
す
が
、そ
の
際
に
は
、裁

判
員
と
し
て
裁
判
所
に
通
う
期
間
、お
勤
め
先
の
規
模
や
、

代
わ
り
の
人
が
い
る
の
か
、裁
判
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と

が
事
業
に
ど
の
位
影
響
が
あ
る
の
か
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

裁
判
員（
候
補
者
）に
な
っ
た
ら
、日
当
や
交
通
費
は
も
ら

え
ま
す
か
？

裁
判
員
や
裁
判
員
候
補
者
等
に
な
っ
て
裁
判
所
に
来
ら

れ
た
方
に
は
、旅
費（
交
通
費
）と
日
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

旅
費
と
し
て
、鉄
道（
Ｊ
Ｒ
、私
鉄
、地
下
鉄
、モ
ノ
レ
ー
ル
、

路
面
電
車
、新
交
通
シ
ス
テ
ム
等
）運
賃
、船
舶
運
賃
、航
空
運

賃
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、鉄
道
・
船
・
飛
行
機
以
外
の
区
間
は
、距
離
に
応
じ
て

１
KM
当
た
り
37
円
で
計
算
し
た
金
額
が
支
払
わ
れ
ま
す（
裁

判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
規
則
６
条
）。

旅
費
の
額
は
、原
則
と
し
て
、最
も
経
済
的
な（
安
価
な
）経

路
・
交
通
手
段
で
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、実
際
に
か
か
っ
た
交

通
費
と
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

日
当
の
具
体
的
な
額
は
、選
任
手
続
き
や
審
理
・
評
議
な
ど

の
時
間
に
応
じ
て
、裁
判
員
候
補
者
・
選
任
予
定
裁
判
員
に
つ

い
て
は
１
日
当
た
り
８
，０
０
０
円
以
内
、裁
判
員
・
補
充
裁

判
員
に
つ
い
て
は
１
日
当
た
り
１
万
円
以
内
で
、決
め
ら
れ

ま
す（
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
規
則
７

条
）。た

と
え
ば
、裁
判
員
候
補
者
の
方
に
つ
い
て
は
、選
任
手
続

き
が
午
前
中
だ
け
で
終
わ
り
、裁
判
員
に
選
任
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、最
高
額
の
半
額
程
度
が
支
払
わ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、裁
判
所
が
自
宅
か
ら
遠
い
な
ど
の
理
由
で
宿
泊
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
に
は
、宿
泊
料
も
支
払
わ
れ
ま
す
。

裁
判
員
は
何
日
間
ぐ
ら
い
裁
判
に
参
加
す
る
の
で
す
か
？

　

ま
た
、裁
判
は
、１
日
何
時
間
く
ら
い
か
か
り
ま
す
か
？

　

実
際
の
審
理
日
数
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
の
内
容
に
よ
り  

異
な
り
ま
す
の
で
、一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、裁
判
員
裁
判
で
は
、法
廷
で
の
審
理
を
始
め
る

前
に
、裁
判
官
、検
察
官
、弁
護
人
の
三
者
で
ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
裁
判
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、事
件

の
争
点
や
証
拠
を
整
理
し
、審
理
計
画
を
明
確
に
す
る
た
め

の
手
続
き（
公
判
前
整
理
手
続
）が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、で
き
る
だ
け
連
日
的
に
開
廷
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、約
７
割
の
事
件
が
３
日
以
内
で
終
わ
る
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。事
件
に
よ
っ
て
は
、も
う
少
し
時
間
の
か

か
る
も
の
も
あ
り
ま
す（
約
２
割
の
事
件
が
４
日
又
は
５
日
、

約
１
割
の
事
件
が
６
日
以
上
）。

１
日
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
裁
判
を
行
う
か
は
、事
件
ご

と
に
異
な
り
ま
す
が
、事
件
の
内
容
や
裁
判
員
の
負
担
な
ど

も
考
慮
し
て
、そ
の
都
度
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、丸
１
日
か
か
る
事
件
で
も
、裁
判
の
前
後
に
裁
判
員

と
裁
判
官
と
の
打
合
せ
を
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
し
、

昼
食
時
間
も
当
然
あ
り
ま
す
の
で
、法
廷
で
裁
判
が
行
わ
れ

る
時
間
は
、通
常
は
１
日
５
時
間
程
度
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で
、ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
し
ま
せ
ん
か
？

事
件
関
係
者
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る

例
外
的
な
事
件
に
つ
い
て
は
、裁
判
官
の
み
で
審
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
安
や
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
に

は
、す
ぐ
に
裁
判
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

各地方裁判所ごとに、管内の市町村の選挙管理委員会が「くじ」で選定した名簿に基づき、
平成21年の「裁判員候補者名簿」を作成します。 

裁判員候補者名簿に登載された人には、地方裁判所から名簿登載通知書をお送りします。
また、裁判員になることができない職業についているかどうかや１年を通じて裁判員になること
を辞退する申立ての有無・理由などをお尋ねする調査票をお送りします。

事件ごとに、裁判員候補者名簿の中から、くじで裁判員候補者を選びます。裁判の日数が3
日以内の事件では、6人の裁判員に加え、補充裁判員2人を選任するとして、1事件あたり50人
程度の裁判員候補者を選ぶ予定です。

くじで選ばれた裁判員候補者には選任手続期日のお知らせ（呼出状）や質問票をお送りします。
質問票では、裁判員になることができない事由の有無、裁判員となることを辞退する申立ての有無・
理由などをお尋ねします。質問票の記載から、明らかに裁判員になることができない方や辞退が認
められた方は、裁判所へお越しいただく必要はありません。

裁判員候補者は、選任手続きが行われる当日、裁判所へお越しいただくことになります。裁判
長は候補者に対し、不公平な裁判をするおそれの有無、辞退の申立ての有無・理由などについて
質問をします。候補者のプライバシーを保護するため、この手続きは非公開になっています。 

最終的に事件ごとに裁判員6人を選任します。通常であれば午前中に選任手続きを終了し、午
後から審理が始まります。

平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

裁判員選任手続きの流れ

平成21年5月21日　裁判員制度スタート

○裁判員候補者名簿を作成します（平成20年10月下旬～11月上旬） 

○候補者への通知・調査票の送付（11月下旬～12月上旬頃）

○事件ごとに名簿の中から候補者を選びます

○選任手続期日のお知らせ（呼出状）や質問票の送付（原則、裁判の６週間前まで）

○選任手続期日（裁判の当日） 

○６人の裁判員を選任します

なお、裁判員制度の詳細については、裁判員制度ウエブサイトでも紹介しています。
ht tp : / /www.sa iban in .cou r t s .go. jp /

問い合わせ 大分地方裁判所事務局総務課庶務係　　097－532－7161（内線612）

※広く国民の参加を得て、その良識を裁判に反映させるという裁判員制度の趣旨から、法律上、
裁判員になることは義務とされています。ただし、国民の皆様の負担が著しく大きなものになる
ことを回避するため、法律や政令で辞退を申し立てることができる事由を定めています。

�


